
⽇本
経済協⼒開発機構（ＯＥＣＤ）加盟３８か国のうち、死刑制度を存置しているのは３か国のみです。
うち、韓国では、１９９７年以降、死刑が執⾏されていません。
うち、⽶国では、５０州中２３州で死刑が廃⽌、３州で死刑執⾏が停⽌されています。２０２１年
７⽉には、連邦レベルでも死刑執⾏が停⽌されました。
今なお、国家として統⼀して死刑を執⾏しているＯＥＣＤ加盟国は、⽇本だけです。

国際社会は、死刑廃⽌に向かっています。
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